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両方を可能にする。（Tomkins cited in Sedgwick, 
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られているのだ（ドゥルーズ, 1994, 224） 
 
この常に切迫したスピノザ的− ドゥルーズ的な情






























































































































































































































の強力な解釈（Kracauer, 1960: Balasz, 1970）と，
認知のプロセスが多様な因習や様式を通して制限さ
れているという微妙な解釈とを強調する，後の認知










































































































































































































できる（Doux, 1997; Damasio, 1999, 2003）。「われ
われの献上を通して，われわれは暗黙の，身体化さ
れたわれわれ自身の土台を理解しようと回帰する」












































































































を進めようとする（Thrift, 2001/2004, 2004a, b）。
生の意味は，悲劇と私的に取引するよりも，世界と
肯定的に関わろうとする。それは，部分的には Bloch








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































26）Fourier とは別の，Teilhard de Chardin，James 
Lovelock，Gregory Batesonのような先駆者がいる。 
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